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発表内容 A 群ロタウイルス（RVA）は、主に小児の患者が多い胃腸炎ウイルス

である。2011年にはワクチンの任意接種が始まり、2020年には定期接

種が開始されるなど、近年は特に RVAの感染症予防対策が重要視されて

いることから、福井県における RVAの流行状況について、分子疫学的解

析を実施した。 

2012年 4月から 2024年 3月までの間に、福井県内で採取された検体

の中で、RVA を検出した 94 検体を調査対象とした。RVA の VP4、VP6、

VP7領域について PCRを実施し、遺伝子型の同定を行った。 

VP7領域（G型）について、検体採取年別の最多検出数をみると、年

ごとに異なる傾向が見られた。比較的マイナーであった G8は 2018年以

降に多くなっており、G8 の患者年齢は他と比べて 1 歳から 2 歳の割合

が低く、年齢分布がやや異なっていた。 

VP6領域（I型）については、2012年に検出された G1では I2が多く、

2016年では I1が多かったことから、2012年と 2016年は異なるタイプ

の RVAが流行した可能性が考えられた。また、VP7領域と VP4領域は同

じであっても VP6 領域は異なる組換え体が福井県内でも流行していた

ことが明らかとなった。 

今後も RVA は遺伝子型を変化させながら流行する可能性が考えられ

るため、引き続き、患者の発生状況や RVAの遺伝子型の動向を把握する

ことは重要であると考える。 

 


